
　

本
年
度
、
伊
達
西
地
区
で
実
行
委
員

会
を
立
ち
上
げ
、
９
月
20
日
㈯
、
伊
達

小
学
校
講
堂
を
会
場
に
「
令
和
７
年
度

伊
達
西
地
区
敬
老
会
」
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

喜
寿
、
米
寿
の
招
待
者
を
は
じ
め
、

高
齢
者
の
皆
様
、
関
係
者
な
ど
、
200
名

余
の
ご
参
列
を
い
た
だ
き
、
盛
会
の
う

ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

　

来
賓
の
伊
達
市
長
、
伊
達
市
社
会
福

祉
協
議
会
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
素
晴

ら
し
い
演
奏
を
披
露
い
た
だ
い
た
伊
達

小
学
校
吹
奏
楽
部
の
皆
様
、
ま
た
、
会

場
を
お
貸
し
い
た
だ
い
た
伊
達
小
学

校
、
そ
し
て
、
様
々
な
役
割
を
担
っ
て

い
た
だ
い
た
伊
達
西
地
区
敬
老
会
実
行

委
員
の
皆
様
に
対
し
ま
し
て
、
心
よ
り

厚
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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伊
達
西
地
区
敬
老
会

伊達小吹奏楽部の演奏で演歌メドレーを歌唱する皆様

招待者（喜寿・米寿）への記念品（温湿度計）贈呈と、招待者代表の謝辞（右下）

「伊達西地区敬老会実行委員会」(主催 )
構成団体：伊達西地区町内会連合会
伊達方部民生児童委員協議会、伊達シニアクラブ連合会、
伊達町中央商店会、NＰＯ法人伊達西地区自治協議会
後援：伊達市、伊達市社会福祉協議会

主催者（敬老会実行委員会） 来賓の皆様

アトラクションの風景



　

５
月
27
日
㈫
、
福
島
大
学
の
髙
野
保
夫
名

誉
教
授
に
よ
る
「
ふ
る
さ
と
再
発
見
講
座
」

（
全
七
回
）
が
、
受
講
者
56
名
で
始
ま
り
ま

し
た
。

　

こ
の
講
座
で
は
、
社
会
体
制
が
大
き
く
変

化
し
た
幕
末
・
明
治
期
に
焦
点
を
当
て
な
が

ら
、
ふ
る
さ
と
伊
達
町
や
信
達
地
方
の
こ
れ

ま
で
の
歴
史
の
歩
み
、
そ
し
て
、
そ
の
過
程

で
生
じ
た
い
く
つ
か
の
疑
問
や
地
域
的
な
特

質
に
つ
い
て
、
髙
野
先
生
よ
り
解
説
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　
「
視
察
研
修
」（
福
島
県
川
俣
町
、三
春
町
）

　

９
月
30
日
㈫
は
、
第
５
回
と
な
る
「
視
察

研
修
」
を
行
い
、
川
俣
町
・
お
り
も
の
展
示

館
、
三
春
町
・
歴
史
民
俗
資
料
館
（
自
由
民

権
記
念
館
）
を
訪
ね
ま
し
た
。

　

当
日
は
好
天
に
恵
ま
れ
、
第
３
・
４
回
の

講
座
の
復
習
と
な
る
養
蚕
業
や
、
絹
織
物
の

歴
史
、
本
県
自
由
民
権
運
動
の
指
導
者
、
河

野
広
中
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
有
意
義
な

機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

６
月
13
日
㈮
か
ら
「
子
ど
も
農
園
」
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

来
年
１
月
ま
で
、
原
則
、
第
２
・
４
金
曜

日
の
月
２
回
、
伊
達
小
１
～
５
年
生
の
子
ど

も
た
ち
27
名
が
、
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

皆
さ
ん
８
名
に
ご
指
導
い
た
だ
き
な
が
ら
、

交
流
館
の
西
側
に
あ
る
畑
で
作
物
の
お
世
話

を
し
て
い
ま
す
。

　

６
月
は
、
玉
ね
ぎ
（
２
種
）
と
に
ん
に
く

の
収
穫
、
落
花
生
の
苗
植
え
、
み
そ
豆
の
種

ま
き
を
行
い
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
み

な
さ
ん
に
作
業
の
コ
ツ
を
教
わ
り
な
が
ら
取

り
組
み
ま
し
た
。

　

７
月
は
、
じ
ゃ
が
い
も
（
３
種
）
の
収
穫

を
行
い
、
８
月
は
、
大
根
の
種
ま
き
を
行
い

ま
し
た
。

　

９
月
に
は
、
大
き
く
元
気
な
大
根
が
収
穫

で
き
る
よ
う
に
、
大
根
の
お
ろ
抜
き
を
行
い

ま
し
た
。

　

今
後
は
苗
を
植
え
た
作
物
や
、
蒔
い
た
種

が
成
長
し
、
秋
の
味
覚
の
収
穫
時
期
に
入
り

ま
す
。
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ふ
る
さ
と
再
発
見
講
座

　
　
　
　

～ 

信
達
地
方
の
幕
末
・
明
治
期
の
疑
問
に
迫
る 

～

川俣シルク“妖精の羽”製
ウェディングドレス

子
ど
も
農
園（
６
～
９
月
の
活
動
）

　
～ 

地
域
の
方
々
と
ふ
れ
あ
い
、自
然
の
恵
み
・
収
穫
の
喜
び
を
体
験 

～

▽これまでの受講者の声▽

・髙野先生の熱意が伝わるすばらしい講座。
・知らないことばかりで楽しい。
・毎回の資料ありがたく感謝している。 髙野保夫先生

収穫した玉ねぎと一緒に「はいチーズ！」

お
り
も
の
展
示
館

歴
史
民
俗
資
料
館

落花生の苗植え 玉ねぎの収穫

大根のおろ抜き じゃがいもの収穫
じゃがいも運び
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６
月
19
日
㈯
、L

リ

ラ

ILAS

の
長
澤

友
美
子
さ
ん
を
講
師
に
、
好
き
な

文
字
を
ス
テ
ン
シ
ル
す
る
〝
ウ
ッ

ド
ボ
ー
ド
作
り
〟
と
ド
ラ
イ
フ
ラ

ワ
ー
の
〝
ミ
ニ
ス
ワ
ッ
グ
作
り
〟

を
体
験
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
皆
さ
ん
よ
り
、「
わ

か
り
易
い
説
明
」、「
セ
ン
ス
の
良

い
材
料
」、「
仕
上
が
り
に
満
足
」

等
の
声
も
寄
せ
ら
れ
、
素
敵
な
ア

レ
ン
ジ
メ
ン
ト
が
完
成
し
た
よ
う

で
す
。

　

７
月
５
日
㈯
、
登
山
ガ
イ
ド
の

大
竹
力
さ
ん
の
引
率
で
、「
雄
国

沼
湿
原
」
の
木
道
を
ト
レ
ッ
キ
ン

グ
し
て
き
ま
し
た
。

　

当
初
よ
り
コ
ー
ス
変
更
と
な
り

ま
し
た
が
、
ニ
ッ
コ
ウ
キ
ス
ゲ
な

ど
美
し
い
自
然
が
残
る
湿
原
の
絶

景
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

7
月
22
日
㈫
、
割
烹
三
島
屋
の

宍
戸
邦
大
社
長
を
講
師
に
迎
え
、

「
割
烹
レ
シ
ピ
」
に
挑
戦
し
ま
し

た
。

　

身
近
な
食
材
で
、
季
節
の
料
理

三
品
が
完
成
、
名
物
料
理
の
味
噌

調
合
の
秘
訣
も
ご
教
示
い
た
だ

き
、
皆
さ
ん
、
大
満
足
の
ひ
と
と

き
と
な
り
ま
し
た
。

　

７
月
31
日
㈭
、
伊
達
町
の
誇
る

三
つ
の
お
祭
り
の
醍
醐
味
に
つ
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
熱
い
想
い
で
語
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

語
り
部
は
、
愛
宕
神
社
獅
子
舞

は
菅
野
栄
次
さ
ん
、
長
岡
天
王
祭

は
大
竹
重
範
さ
ん
、
水
雲
神
社
例

大
祭
は
小
野
征
二
さ
ん
の
お
三
方

で
す
。

　

ビ
デ
オ
上
映
の
後
、
祭
り
の
楽

し
さ
、
留
意
点
等
の
紹
介
を
は
じ

め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
に
つ
い
て

も
懇
談
い
た
だ
く
な
ど
、
有
意
義

な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

９
月
27
日
㈯
、
㈲
菅
野
工
務
店

の
菅
野
栄
次
社
長
を
講
師
に
、「
国

産
ス
ギ
材
で
作
る
木
製
ベ
ン
チ
」

に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

カ
ッ
ト
材
料
を
合
わ
せ
、
座
面

や
、
筋
交
い
、
脚
繋
ぎ
ま
で
、
ビ

ス
止
め
に
よ
る
組
み
立
て
に
挑
戦

し
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
額
に
汗

滲
ま
せ
な
が
ら
、
お
部
屋
に
丁
度

い
い
サ
イ
ズ
の
素
敵
な
長
椅
子
が

完
成
し
ま
し
た
。

　

佐
藤
静
雄
さ
ん
、
吉
田
正
幸
さ

ん
の
お
二
人
に
サ
ポ
ー
ト
い
た
だ

き
ま
し
た
。

Ｄ
Ｉ
Ｙ
入
門
講
座

ウ
ッ
ド
ボ
ー
ド
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

雄
国
沼
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

日
本
料
理
の
秘
訣

だ
て
の
お
祭
り
教
室

アレンジを楽しむ参加者の皆さん

講師から包丁さばきを学ぶ皆さん

愛着たっぷりのベンチが完成～

素
敵
な

　
仕
上
が
り
♪

メニュー
○茄子田楽
○季節の野菜の甘酢漬
○生姜飯

製
作
風
景

花材説明する長澤講師

ニッコウキスゲが見られ笑顔に
山道を進む
参加者のみなさん

ニ
ッ
コ
ウ
キ
ス
ゲ

豚の角煮もお土産に
いただきました！

↑
熱
い
想
い
を

　
語
る
講
師
の

　
方
々



　
伊
達
中
央
交
流
館
に
エ
ス
プ
レ
ッ
ソ
マ
シ

ン
が
導
入
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
日
・
週
に
よ

り
風
味
が
異
な
る
コ
ー
ヒ
ー
を
お
飲
み
い
た

だ
け
ま
す
（
一
杯
100
円
に
て
）。

　
お
散
歩
中
の
休
憩
や
会
議
の
際
な
ど
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　
７
月
３
・
10
・
17
・
24
日
（
各
木
曜
の
夜
）

の
全
四
回
、
50
歳
代
以
下
（
ミ
ド
ル
）
を
対

象
に
、
骨
盤
底
筋
群
の
セ
ル
フ
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
や
各
種
調
整
法
を
行
い
な
が
ら
、
全
身
を

整
え
て
い
く
ヨ
ガ
教
室
を
、
９
月
３
・
10
・

18
・
24
日
（
水
・
木
曜
）
の
全
四
回
は
60
歳

以
上
（
シ
ニ
ア
）
を
対
象
に
、
年
齢
と
共
に

出
て
く
る
不
調
を
改
善
し
て
い
く
ポ
ー
ズ
や

ス
ト
レ
ッ
チ
等
に
つ
い
て
、
イ
ス
を
使
い
な

が
ら
の
ヨ
ガ
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

講
師
は
、yogatoco

主
宰 

ヨ
ガ
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
の
深
谷
恵
さ
ん
で
す
。　

　

呼
吸
法
や
、
様
々
な
調
整
方
法
を
体
感
し

な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
、
体
の
歪
み
や
姿
勢
の

改
善
に
努
め
ま
し
た
。

　

８
月
21
・
22
日
（
木
・
金
）
の
二
日
間
、

伊
達
市
文
化
財
保
護
審
議
会
会
長
の
菊
田
正

男
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、
一
日
目
は
、
伊
達

町
内
の
寺
社
境
内
の
片
隅
に
ひ
っ
そ
り
と
た

た
ず
む
庚
申
塔
な
ど
の
「
石
塔
」
を
詳
し
く

紹
介
す
る
講
座
を
、
二
日
目
は
、
実
際
に
寺

社
を
巡
り
、
観
察
す
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

先
人
た
ち
の
当
時
の
信
仰
生
活
を
知
る
貴

重
な
資
料
に
よ
る
解
説
と
、
現
地
案
内
に
、

参
加
者
よ
り
好
評
を
博
し
ま
し
た
。
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遅
れ
て
い
ま
し
た
「
自
治
協
だ
よ
り
」
第
53

号
が
、
い
よ
い
よ
発
行
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
、
伊
達
西
地
区
で
開
催
し
た
「
敬
老
会
」

を
は
じ
め
、
こ
れ
ま
で
の
開
催
事
業
が
盛
り
沢

山
に
掲
載
さ
れ
、
ま
た
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
や
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
会
員
の
連
携
、
協
力

の
も
と
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
楽
し
め
る
事
業
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
積
極
的
に
ご
参
加

下
さ
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
畠
）

挽
き
立
て
コ
ー
ヒ
ー
い
か
が
で
す
か

ご
利
用
の
際
は
交
流
館
窓
口
ま
で
!

ヨ
ガ
教
室（
ミ
ド
ル
・
シ
ニ
ア
）

　
～
骨
盤
調
整
、イ
ス
を
使
っ
た
ヨ
ガ

歴
史
講
座「
伊
達
町
の
石
塔
」

2 日目の様子

深谷先生 (左上 ) と参加者の様子

菊田先生 (左上 ) と 1日目の様子

石塔を観察する参加者のみなさん


